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研究成果の概要（和文）：本研究では「探求の共同体」フレームワークに着目し, 信頼感や責任感といった学習者の情
意面と様々な情報を管理・利用・関連づけを行いながら成果を構成する学習活動を支援するPBL支援システムを開発し,
 評価を行った. 研究の結果、社会的存在感と認知的存在感の因果関係モデルに従って開発したPBL支援システムが議論
の質向上に寄与することが示された。また社会的存在感分析・可視化ツールの開発も行い、専門家の分析と比較したと
ころ、専門家の分析結果と中程度から高程度に一致する項目から、一致度が低い項目があることが示されたが、分析・
可視化ツールで分類した結果の方が議論の質を推定精度が高いことが示された。

研究成果の概要（英文）：The current study investigated psychological factors and learning behaviors 
related to the application of a community of inquiry (CoI) framework, and develop project-based 
learning(PBL) support system, in order to increase active interaction between learners. The research 
findings suggested the PBL support system developed in this study had effects on the enhancement of 
social and cognitive presences directly, and improvement of discussion quality indirectly. Moreover, 
social presence visualizer，which visually presents social interaction automatically. In order to 
investigate the validity of auto-categorization, the inter-rater agreement rate and the ability to 
predict the discussion quality were analyzed and compared to the human-categorized data. The results 
demonstrated that there are several social presence indicators that have high and low inter-rater 
agreement, but the auto-categorization had more prediction power than the human-conducted categorization.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
近年, コラボレーション能力, 実践的な問
題解決能力等の育成のために, プロジェク
ト学習（Project-Based Learning: 下記
PBL と略す）を導入する高等教育機関が増
加している. 最近ではTwitterやFacebook
等のソーシャルソフトウェアを用い, イン
ターネット上の情報, さらに構築された社
会的ネットワークを活用するソーシャルラ
ーニングの試みもなされている（山内ら, 
2012 など）.対面授業における PBL でも, 
時間外の学習支援として電子掲示板等のコ
ンピューターを介したコミュニケーション
（ Computer-Mediated Communication: 
以下, ”CMC”と略す）が使われている. しか
し, PBLにおける問題がいくつかある. 1つ
は社会的手抜き（Mulvey & Klein, 1998 な
ど）による分業がうまくされないことであ
る. 2 つ目は, 1 つ目の問題にも関係するが, 
プロジェクトマネジメントが, 特に CMC
上において学生間ではうまくなされない
（Van Rooij, 2009）ことである. 以上の問
題は収集した情報の管理, メンバー間の信
頼感の欠如やタスクの達成度（Van Rooij, 
2009）, 成果を構成するプロセス（Helle et 
al, 2006）それらを支えるメンバーの責任
感の低下（Williams et al, 2011）にも影響
し, 適切な支援が, 特に授業外において求
められる.  
 その支援を検討するにあたり、有用なフ
レームワークの 1 つとして、「探究の共同
体」フレームワーク(Garrison et al. 2003, 
2012)がある。「探求の共同体」は学習の情
意面に影響するとされる社会的存在感, 議
論の観点を提示するなど, 学習成果に直接
的に影響する認知的存在感, 教示, ルール
の伝達に関わる教授的存在感から構成され
る. 社会的存在感とはもともと社会心理学
の研究知見であり, 「メディアを介した相
互作用によって, 相手がそこにいると感じ
られる程度」と訳される(Short et al , 1976
など). たとえば, 社会的存在感は絵文字の
利用や実名で相手を呼ぶといった親近感
(Intimacy)と返答のスピードや表情による
反応など即時性(Immediacy)が関係してい
るとされる(Gunawardena, 1995). 認知的
存在感とは「批判的思考能力など, 高次の
能力育成に関係する談話を継続させる支援, 
イベント, またその知的支援環境」と定義
される(Garrison et al, 2001) . 例えば, 問
題を再認識する発言, 相手と自分の意見を
統合させる発言は認知的存在感に当たる. 
教授的存在感は「学習過程や成果を管理・
監視をしながら, 学習者のコミュニケーシ
ョンを方向付けること」と定義される
(Garrison & Anderson, 2003). 例えば発
言のルールを作る発言や各種作業の期限を
決める発言などが含まれる. 3 つの存在感
により, 「探究の共同体」は活性化し, パ
フォーマンスが高くなるとされる. 

 
２．研究の目的 
1 にて記述した研究背景に基づいて、本研
究は「探求の共同体」フレームワーク
(Garrison et al. 2003, 2012)に着目し, 信
頼感や責任感といった学習者の情意面と
様々な情報を管理・利用・関連づけを行い
ながら成果を構成するプロセスの支援等, 
学習活動そのものを支援する PBL プラッ
トフォームを開発し, 評価を行う.  
 
３．研究の方法 
(1)探究の共同体フレームワークにおける心的
データと発言との関係性について 
 
この研究では、Twitter による問題解決の
議論にて収集されたデータ（山田ら, 2012）
を使用し、探究の共同体フレームワークに
おける社会的存在感、認知的存在感の心的
データと発言データについて、それらの関
係性について分析を行った。用いた心理尺
度は使用したコミュニケーションメディア
に対する社会的存在感の程度に関する SD
尺度（Gunawardena, 1995）と Arbaugh et 
al(2008)の「探究の共同体」尺度を用い、5
段階で回答を求めた。教授的存在感につい
ては、当初は入れる予定であったが、尺度
構成において、教員の発言に関する項目が
多く、実験では教員は介在しなかったため、
収集しなかった。分析対象は 65 名（1 組 3
名の 22 組）の大学生・大学院生の発言デ
ータであった。発言データを 2 名の研究者
で、Swan et al (2008)の「探求の共同体」
インジケーターを用いて、社会的存在感、
認知的存在感の分類を行った。 
 
(2)「探究の共同体」フレームワークとコミュニケ
ーションツールの機能マッピングについて 
 
この研究ではコミュニケーションツールの
機能要素と「探究の共同体」フレームワー
クの関係性を分析し、どういう機能が学習
者間のインタラクションを高めるのか検討
を行った。使用したシステムは、チャット
ボットとコンセプトマップが統合されたチ
ャットシステムであり、発言データをコン
セプトマップのオブジェクトとして扱うこ
とができる。そのオブジェクト間に矢印を
つけて、関連づけることが可能となるシス
テムである。チャットボットはソクラテス
問答法に従った対話システムであり、学習
者はグループワークの前にチャットボット
と対話を行い、自分の考えを深めることが
可能となる。データ収集対象者は 166 名で
あり、大学内の英語の授業でデータ収集が
行われた。授業受講生は 4,5 名 1 組のグル
ープに分けられ、各機能の有無で、4 群に
分けられた。議論のテーマは「地震の際に
もっていく３つのものは何か」であり、英
語で議論が行われた。議論は 40分行われ、



その議論の後に3-1でも使用したArbaugh 
et al (2008)の質問紙を用いて、心的データ
の収集を行った。発言データについても
3-1 と同様の方法で分類した。図 1 に使用
したシステムを示す。 
 

図 1：使用したシステムのインターフェース 
 
(3)「探究の共同体」フレームワークを用いた、プ
ロジェクト型学習支援システムにおける機能評
価 
 
本研究では、プロジェクト型学習支援シス
テムの機能要素の評価を行った。被験者は
134 名の大学 2 年生であり、データは英語
の授業で行われた。受講者は 3-2 と同様に
4，5 人から構成されるグループに分けられ
た。使用した心理尺度は 3-2 と同じものを
使用し、5 段階（１：全く当てはまらない - 
５：とても当てはまる）にて回答を求めた。
他に議論への貢献度（１〜100 の範囲で）、
満足度（5 段階評価）で回答を求めた。発
言データについては 3-2 と同様の方法で処
理を行った。プロジェクト型学習では、3-2
で使用したシステムの機能要素に加え、他
者の発言に対する「いいね！」ボタン機能
があり、そのボタンを押した回数を機能の
変数として投入した。他にもコンセプトマ
ップを作成した数、チャットボットでの発
言数を含めて、分析を行った。分析はパス
解析を行った。 
 
(4)社会的存在感の自動分析・可視化システム
の開発 
 
本研究では、社会的存在感に関する発言を
自動的に分析し、可視化するシステムを開
発した。発言は個人の発言数、宛先を指定
した個人間の発言数、グループ全体に投げ
かけた発言数の 3 つのレベルで分類を行い、
それぞれ Shea et al (2010)の指標に基づき、
社会的存在感の有無を判定し、その頻度を
算出する。これまで収集したデータを使い、
社会的存在感に関する特徴語と、WordNet
で社会的存在感に関係する語を収集し、そ
の特徴語リストに関わるものが、語彙の変
化系も含めて特定し、頻度をカウントする。

また連続する発言に同じ語が含まれていた
ケースを reference という社会的存在感の
1 つの要素にカウントするといったアルゴ
リズムも組まれている。コミュニケーショ
ンを行うシステムは図１で示されたシステ
ムを用い、そこで行われている発言を 1 つ
1 つ社会的存在感分析機能が受け、社会的
存在感の有無を分析し、頻度のカウントを
行う。カウントした結果をコミュニケーシ
ョンツール側の可視化機能へ送信し、可視
化を行う。社会的存在感分析機能の部分は
Python2.7 で、可視化機能は PHP5 で開発
されており、Moodle のモジュールとして
機能するようになっている。本システムの
機能として、精度の評価を行うべく、60 名
の大学生が英語で行ったグループ議論の発
言データを投入し、専門家 2 名が判別した
結果と本システムが判別した結果について
一致度の分析を行った。専門家は Shea et 
al (2010)の指標に基づいて発言の分類を
行い、2 者で一致しなかった点については
議論を行い、分類結果の調整を行った。 
 
 
４．研究成果 
(1)探究の共同体フレームワークにおける心的
データと発言との関係性について 
 
3 章(1)の研究結果について述べる。収集し
たデータに対して、マルチレベルパス解析
を行った。その結果、Within-group レベル
ではコミュニケーションメディアに対する
社会的存在感が、社会的存在感に関わる発
言に対してネガティブに影響することが示
された。また社会的存在感に関する発言は
認知的存在感と発言数を高めることが示さ
れた。Between-group レベルでは、社会的
存在感に関わる発言数が認知的存在感を高
めることが示された。また認知的存在感は
発言数を高めることが示された。 
 
(2)「探究の共同体」フレームワークとコミュニケ
ーションツールの機能マッピングについて 
 

図２：機能の有無と「探究の共同体」フレー
ムワークとの関係性分析の結果 
 
3 章(2)の研究の結果について説明をする。



チャットボット有無、コンセプトマップ機
能をそれぞれ１，０のダミー変数を割り当
て、「探究の共同体」フレームワークによる
心的データと発言データを用いて、パス解
析を行った。その結果、チャットボットは
社会的存在感に関係する発言を促進し、コ
ンセプトマップは抑制することが示された。
一方で、コンセプトマップは認知的存在感
に関係する発言を促進させることが示され
た。社会的存在感に関する発言が多いほど、
認知的存在感に関する発言が増え、心的デ
ータの社会的存在感を高めることが示され
た。社会的存在感の心的状況が高められる
と、議論への取り組みに関する認知的存在
感の心的状況が向上することが示された。 
 
(3)「探究の共同体」フレームワークを用いた、プ
ロジェクト型学習支援システムにおける機能評
価 

図３：プロジェクト型学習支援システムの機
能使用頻度と「探究の共同体」フレームワー
クの関係性に関する分析結果 
 
3 章(3)の研究結果について述べる。収集し
たデータについてパス解析を行い、総合的
な機能と心的要素、発言の関係性について
分析を行った。その結果、チャットボット
の発言数が多いと認知的存在感に関係する
発言が増加することが示された。またコン
セプトマップでのオブジェクト数や「いい
ね！」ボタンの利用が多いと認知的存在感
に関する発言、社会的存在感に関係する発
言を促進させることが示された。認知的存
在感に関する発言は議論の貢献度を高め、
それが満足感にも間接的に影響を与え、満
足感も高くなることが示された。社会的存
在感に関係する発言は心的な社会的存在感
を高め、議論の貢献度や心的な認知的存在
感を高めることが示された。心的な認知的
存在感は議論の満足度を高めることも同時
に示された。 
 
(4)社会的存在感の自動分析・可視化システム
の開発について 
 
3 章(4)で説明した研究成果について述べる。
(4)で示したシステムの仕組みを用いて社

会的存在感分析・可視化システムの開発を
行った。詳しい説明は 3 章(4)で述べた通り
である。図４にて、開発を行ったシステム
のインターフェースを示す。60 名の英語に
よるグループ議論の発言データを用いて、
本システムと専門家との分類で一致度
（Cohen’s Kappa）を算出したところ、価
値観の説明、質問、挨拶、包括代名詞を使
うといった社会的存在感の要素については
一致度が中程度から髙程度であったが、ユ
ーモアを言う、自己開示、引用するといっ
た要素についてはほぼ一致しないという結
果が示された。また議論の質に関わる認知
的存在感に関する発言へ関係について、本
システムで分類した結果と専門家で分類し
た結果それぞれで回帰分析を用いて分析を
行ったところ、本システムで分類した社会
的存在感の方が正の関係で影響することが
示され、信頼性・妥当性も中程度であるこ
とが示された。 

図４：社会的存在感分析・可視化システムの
インターフェース 
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